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1月３０日（火）、チームC（3年生4名）とチームF（1年生

2名）の6名が、敦賀市立黒河小学校とのビブリオバト

ルに挑戦しました。ビブリオバトルとは、互いにおすす

め本を持ち合い、１人づつ書評した後、観客が一番読

みたくなった本を決定する競技です。黒河小では、数

年前から実施しているビブリオバトルですが、今年度

は、本学との共創で実施して頂きました。

6名の学生は12月から、小学１年～６年生の各クラス

に、それぞれ1名づつビブリオバトルの応援団として関

わってきました。ビブリオバトル当日は、小学生の応援

だけではなく、大学生ならでは本の読み方や面白さを

伝えるべく、小学生に向けてビブリオバトルを展開しま

した。岡野未梨さん（1年生）は、折に触れて読み返し

た『カラフル』を選び、「自分の成長ごとに読んできたが、

折々で違った読み方が出来た。児童にも読み直しを前

提に、この本を読んで欲しい」といいます。福井県に縁

のある紫式部の『源氏物語」を選本した竹越藍香さん

ワークショップの様子

チームC、Fが選んだビブリオバトル本

1月28日（日）～2月8日（木）まで、ちえなみき１階で

「本みくじ」展、2階で「福井大学生が伝えたい本の世

界展」を開催しています。本みくじを企画した藤田雄

大さん（3年）は、「児童生徒向けの企画から、さらに

親子連れで楽しめる形にしたい」との意欲を示してい

ます。また、「本の世界展」を実施している清水奏太さ

ん（3年）と、松本陵亮さん（3年）は「教育学部生として、

多くの方に伝えたい本をどう選

ぶかに注力した」と言います。

2月9日（金）からは全6チーム

が実装してきた「知」を「知をつ

むぐ」展として開催します 「本みくじ」の展示

「福井大学生が伝えたい本の世界展」

「本みくじ」展

工夫を続けたい」との抱負を述

べています。チームAでは、読書

だけでなく子ども自身が興味を

もつ学びの形を構想しています。

チームC「黒河小学校とのビブリオバトル」開催！

（1年生）は「高校の古典の授業で習う『源氏物語』だが、

違う魅力を今、感じて欲しい」と言います。また、3年生に

とっては教育実習とは異なる経験

チームA「第2回ブックアドベンチャー」

学生 担当学年 ビブリオバトル本

佐々木湖雪 １年 「つまんないつまんない」ヨシタケシン
スケ

宇野友絵 ２年 「王さまのお菓子」石井睦美

高山祐里 ３年 「きみのことがだいすき」いぬいさえこ

竹越藍香 ４年 「源氏物語」紫式部原作・石井陸美

久保葵 ５年 「不思議な国のアリス」ルイス・キャロ
ル原作・矢田澄子訳

岡野未梨 ６年 「カラフル」森絵都

チームD チームE 2月3日（土）、チームAが「第２回ブックアドベンチャー」

を開催しました。１２月３日（日）に実施した第１回の企画

をブラッシュアップさせ、一層、参加児童が本と親しむこ

とができるよう工夫をしました。ブラッシュアップの狙いと

して小池優菜さん（３年）は「児童が自分事として考えら

れるような本を選べる工夫を施した」といいます。谷紘音

さん（３年）は「色んなジャンルの本と手にとってもらいた

い」と言います。宮下聖十郎さん（3年）は「今後も、本が

苦手な子どもでも進んで楽しめる

になったと言います。貴重な学び

の場を提供頂きました黒河小学

校の教職員、児童の皆さまに、こ

の場を借りて御礼申し上げます。 黒河小とのビブリオバトル
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福井大学嶺南地域共創センター×教育学部「学校体験学習」

知の創造 in ちえなみき
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